



























 公立高校環境建設工学科１年生 40 名（男子 33 名、女子 7 名）を対象に、コミュニケー



























パターンは、以下の図 1 ように 4 象限に分布すると考えられる。 
 



















のための発表原稿の作成にあたり、生徒 M は、（１）英文 12 文以上で完成させなければな
らないこと、（２）この 50 分の授業でほとんどの英作文を仕上げなければならないこと、




13 M え？これって何、どこまで書かなあかんの？ 
14 H 適当ちゃう？ 
15 M どこまで行かなあかんの。 
16 H めっちゃこだわるな。 
17 M I don’t know this answer? 
18 H あ、じゃぁ。What’s up? から始めようぜ。 
19 M Hi.What’s up? 
20 H 北山君遊んだらあかん。遊んだらあかんと思うで。今は勉強の時間。 
21 M ゆうきで段変えようぜ。 
22 H What’s up って、どうしたん？やろ？ 
23 M ゆうきいる？ 
24 H ゆうきいらん？じゃあ、１２までいけんくない？ 





 20 行目で、生徒 H がほかの生徒へと声をかけたためにペア内での話の筋が逸れそうにな
ったが、すぐさま二人の会話を自分たちが今取り組んでいる活動の内容へと引き戻したのも
















84 M 先生にたずねるってどういうん？ 
85 H Ask to the teacher. 
86 M Let’s asked the teacher? 
87 H Let’s ておかしいやろ。 
88 M Ask teacher やったら、先生にたずねろ的な、命令やろ。 
87 H Let’s でええんちゃう？ 
90 M Let’s ask the teacher. おかしいかな。 
91 H たずねに行こう！ 
92 M これでええんちゃう。 
93 H Asked やったらたずねた。 
  
94 M Asking ちゃうん? 
95 H Ask でえっか。ちょっとまって。このペンを使って。 
This 使う。This pen 使う。Use。 
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